
明
治
以
後
の
江
戸
時
代
観

今
年
は
江
戸
幕
府
が
開
か
れ

て
か
ら
四
〇
〇
年
目
に
当
た
る

そ
う
で
、
東
京
の
「
江
戸
東
京

博
物
館
」
や
名
古
屋
の
「
徳
川

美
術
館
」
で
の
「
江
戸
開
府
四

〇
〇
年
記
念
特
別
展
示
」か
ら
、

江
戸
の
旧
跡
を
巡
る
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
に
至
る
ま
で
、
様
々
な

行
事
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
。
東
京
都
営
の
新
し
い
地
下

鉄
が
「
大
江
戸
線
」
と
名
づ
け

ら
れ
て
も
、
都
民
に
格
別
の
違

和
感
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
、
江

戸
時
代
の
持
つ
意
味
が
、
広
い

範
囲
で
注
目
さ
れ
納
得
さ
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
か
ら
一
一
五

年
前
の
一
八
八
九
（
明
治
二
十

二
）
年
、
東
京
上
野
で
江
戸
時

代
を
回
顧
す
る「
三
〇
〇
年
祭
」

と
い
う
祝
典
が
、
旧
幕
臣
で
新

政
府
に
反
逆
し
た
榎
本
武
揚
を

委
員
長
と
し
て
開
か
れ
て
い

る
。
家
康
の
関
東
入
国
（
開
府

に
先
立
つ
こ
と
一
三
年
の
一
五

九
〇
年
）
を
記
念
し
た
も
の
で

そ
の
趣
旨
書
は
、新
政
府
を「
古

お

習
旧
慣
を
措
き
て
た
だ
法
を
外

国
よ
り
採
り
来
り
て
、
以
っ
て

国
家
を
経
綸
せ
ん
と
欲
す
る
も

の
」と
批
判
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
そ
の
あ
と
の
歴
史

は
一
八
九
四（
明
治
二
十
七
）年

日
清
戦
争

一
八
九
五（
〃
二
十
八
）年

台
湾
割
譲

一
九
〇
四（
〃
三
十
七
）年

日
露
戦
争

一
九
一
〇（
〃
四
十
三
）年

韓
国
併
合

と
、
も
っ
ぱ
ら
対
外
拡
張
の

道
を
す
す
む
。

も
と
も
と
明
治
維
新
と
い
う

の
は
国
家
の
体
制
を
地�

方�

分�

権�

か�

ら�

中�

央�

集�

権�

に�

変�

え�

る�

一
つ

の
革
命
だ
っ
た
。
成
功
し
た
革

命
家
が
前
の
時
代
を
否
定
す
る

の
は
当
然
で
あ
る
。
政
府
は
富

国
強
兵
を
国
是
と
し
、
ア
ジ
ア

へ
侵
略
し
米
英
な
ど
連
合
軍
と

戦
い
、そ
し
て
敗
戦
を
迎
え
た
。

戦
後
は
、
民
主
主
義
が
国
是

と
な
る
。
し
か
し
、
中
央
集
権

と
い
う
国
家
運
営
の
手
法
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。
地
方
自
治
体

の
首
長
は
住
民
が
選
ぶ
こ
と
に

な
っ
て
は
い
る
が
、
国
家
に
よ

る
統
治
は
国
の
す
み
ず
み
ま
で

浸
透
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
明
治
以
来
の
中
央

集
権
の
国
家
運
営
の
継
続
の
な

か
で
、
江
戸
時
代
は
「
士
農
工

商
」の
身
分
社
会
で
あ
り
、�
封

建
的
�
な
社
会
で
あ
り
、
武
士

は
切
り
棄
て
ご
免
で
、
人
民
は

生
か
さ
ぬ
よ
う
に
殺
さ
ぬ
よ
う

に
真
綿
で
首
を
絞
め
ら
れ
る
、

そ
う
い
う
暗
黒
の
時
代
だ
っ
た

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
広
く
流
布

さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
内
外
で
江
戸
時
代

の
研
究
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、

そ
う
し
た
見
方
は
し
だ
い
に
修

正
さ
れ
、
現
在
ふ
つ
う
に
通
用

す
る
江
戸
時
代
の
評
価
は
、
大

筋
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ

江
戸
時
代
は
島
原
の
乱
（
一

六
三
七
年
）
と
い
う
局
地
的
な

内
戦
を
除
け
ば
国
内
で
の
武
力

行
使
は
な
く
、
ま
た
幕
府
成
立

直
前
の
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵
略

（
一
五
九
二
〜
九
八
年
）
以
後

は
海
外
へ
の
出
兵
も
な
く
、
二

世
紀
半
も
平
和
の
時
代
が
続
い

た
。前

半
の
七
〇
年
ほ
ど
は
開
発

の
時
代
で
耕
地
も
人
口
も
二
倍

前
後
増
加
し
た
。
生
活
す
る
場

所
は
丘
陵
か
ら
平
野
へ
と
拡
が

り
、
村
々
に
小
農
家
族
と
い
う

形
で
の
庶
民
が
誕
生
し
た
。
そ

し
て
元
禄
の
繁
栄
時
代
（
一
六

八
八
〜
一
七
〇
三
年
）
を
迎
え

る
。繁

栄
の
時
代
を
到
来
さ
せ
た

開
発
の
時
代
を
、
現
代
の
高
度

経
済
成
長
期
に
な
ぞ
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米の収穫を祝う村びとたちの満ち足りたよう
す（『農業図絵』「日本農書全集」第２６巻より）

（
次
頁
へ
）

江戸時代を読む�１�「増刊 現代農業より」協文農

価格は税込ご注文は

す
べ
て
は

江
戸
時
代
に

花
咲
い
た

ニ
ッ
ポ
ン
型
生
活
世
界
の
源
流

３
０
０
余
の
諸
国
（
藩
）
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ス
テ

イ
ツ
（
藩
連
合
国
家
）
の
も
と
で
、
江
戸
２
７
０

年
間
に
達
成
し
た
生
活
革
命
の
様
相
を
、
モ
ノ
と

そ
の
使
い
方
、
シ
ス
テ
ム
の
三
つ
の
面
か
ら
解
明

し
、
２１
世
紀
の
ゆ
と
り
あ
る
暮
ら
し
形
成
の
土
台

と
す
る
。

●
９
０
０
円

暮
ら
し
が

景
色
を
つ
く
る

ニ
ッ
ポ
ン
型
景
観
形
成
の
源
流

ア
メ
ニ
テ
ィ
豊
か
な
地
域
景
観
づ
く
り
の
原
点

は
、
欧
米
型
の
「
つ
く
る
」
景
観
で
な
く
、
江
戸

期
に
各
地
で
人
々
が
自
然
を
活
用
し
て
暮
ら
し
を

育
て
た
営
み
の
中
に
あ
る
。
山
―
川
―
田
畑
―
海

―
集
落
、
街
の
美
観
を
生
ん
だ
人
と
自
然
の
関
り

を
掘
起
こ
す
。

●
９
０
０
円

【
近
刊
】８
月
号（
７
月
上
旬
刊
）

百
姓
天
下
の
江
戸
時
代
�仮

江
戸
時
代
、
首
都
・
江
戸
よ
り
も
深
く
地
方
都
市

・
農
村
の
す
み
ず
み
に
浸
透
し
て
い
た
〈
自
然
�

人
間
〉
の
民
主
主
義
と
農
�
工
�
商
連
携
分
権
型

社
会
の
豊
か
さ
。

●
９
０
０
円
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ら
え
て
み
る
と
、
元
禄
以
後
幕

末
ま
で
の
約
一
五
〇
年
の
間
は

低
成
長
の
時
代
で
あ
る
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
の
場
合
は
、
こ

の
低
成
長
期
が
ま
た
、
成
熟
と

爛
熟
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
今

で
い
う
環
境
保
全
や
リ
サ
イ
ク

ル
の
知
恵
が
、
山
野
で
も
都
市

の
す
み
ず
み
で
も
発
揮
さ
れ

と
め

る
。
山
林
で
の
留
山
、
留
木

の
制
（
乱
伐
の
防
止
）、
魚
付

林
の
確
保
（
沿
岸
漁
業
の
保

護
）、
都
市
の
屎
尿
の
農
地
へ

の
還
元
な
ど
は
、
そ
の
ほ
ん
の

一
例
で
あ
る
。

一
方
、
諸
国
の
特
性
を
生
か

し
た
物
産
（
特
産
物
）
の
振
興

が
行
な
わ
れ
る
。
地
域
資
源
の

開
発
と
新
し
い
作
目
の
導
入
が

活
発
に
進
め
ら
れ
た
。
朝
鮮
や

中
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い

た
綿
布
は
、
綿
作
の
広
が
り
に

よ
っ
て
自
給
が
可
能
と
な
っ

た
。
台
湾
産
な
ど
に
頼
っ
て
い

た
砂
糖
も
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽

培
が
讃
岐
や
阿
波
を
は
じ
め
各

地
に
広
が
り
、
十
九
世
紀
初
頭

に
は
ほ
ぼ
国
内
生
産
を
達
成
し

て
い
る
。

近
世
史
家
大
石
慎
三
郎
氏
が

こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
江
戸
時
代
の
社
会
と
い
う
の

は
、
日
本
の
歴
史
の
中
で
唯
一

の
、
下
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く

社
会
な
ん
で
す
。
幕
府
が
そ
の

上
に
立
っ
て
全
体
の
利
害
を
調

整
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
そ
れ
を
つ
ぶ
し
て
明
治
政

府
が
で
き
る
と
、
今
度
は
下
を

つ
ぶ
し
て
上
か
ら
下
を
押
さ
え

込
ん
で
い
く
シ
ス
テ
ム
に
作
り

変
え
て
、
今
も
基
本
的
に
は
こ

の
や
り
方
が
続
い
て
い
ま
す
。」

（『
現
代
農
業
増
刊
・
ニ
ッ
ポ

ン
型
環
境
保
全
の
源
流
』
三
一

ペ
ー
ジ
）

下
か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
社

会
と
い
う
の
は
、
と
り
も
な
お

さ
ず
地
方
分
権
（
地
方
自
治
）

を
意
味
し
、
上
が
下
を
押
さ
え

込
む
シ
ス
テ
ム
と
は
、
つ
ま
り

中
央
集
権
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

こ
の
中
央
集
権
と
い
う
シ
ス
テ

ム
（
手
法
）
は
、
も
と
も
と
地

域
性
を
こ
わ
す
力
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
経
済
の
高
度
成
長
が

そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
。
地
域

性
の
喪
失
は
生
活
の
様
々
な
面

に
不
安
を
発
生
さ
せ
る
。

江
戸
時
代
を
見
直
す
仕
事そ

う
し
た
な
か

で
農
文
協
は
、
江

戸
時
代
を
見
直
す

た
め
の
本
を
系
統

的
に
出
版
し
て
き

た
。ま

ず
「
日
本
農

書
全
集
」
全
七
二

巻
・
別
巻
一
が
あ

る
。
こ
れ
は
江
戸

時
代
の
�
農
書
�

と
呼
ば
れ
る
文
書

三
百
余
点
を
集
大

成
し
、
原
文
と
現

代
語
訳
を
上
下
二

段
に
組
み
、
詳
細

な
注
釈
と
解
題
を

つ
け
た
も
の
で
、
江
戸
時
代
農

村
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
ま

の
言
葉
で
だ
れ
で
も
が
手
軽
に

読
め
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い

る
。朝
日
新
聞
社
の
第
三
回「
明

日
へ
の
環
境
賞
」を
受
賞
し
た
。

つ
ぎ
に
「
江
戸
時
代

人
づ

く
り
風
土
記
」
全
五
〇
巻
。
こ

れ
は
現
在
の
都
道
府
県
別
の
巻

構
成
を
と
り
、
各
地
で
み
ら
れ

た
自
治
と
助
け
合
い
、
物
産
振

興
の
実
際
、
地
域
に
根
ざ
し
た

教
育
、
子
育
て
と
家
庭
運
営
、

隠
れ
た
先
駆
者
の
業
績
な
ど
を

物
語
風
に
記
述
し
た
、
い
わ
ば

江
戸
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
特
異
な
思
想
家

安
藤
昌
益
の
、
現
在
ま
で
に
発

見
さ
れ
た
全
著
作
の
影
印
版

（
復
刻
版
）
と
、
そ
の
書
き
下

し
文
、
さ
ら
に
現
代
語
訳
、
解

説
か
ら
な
る「
安
藤
昌
益
全
集
」

全
二
一
巻
別
巻
一
は
唯
一
の
完

璧
な
全
集
と
し
て
第
四
一
回
毎

日
出
版
文
化
賞
と
物
集
索
引
賞

を
受
賞
し
た
。

「
叢
書

日
本
漢
方
の
古
典
」

全
三
巻
は
、
日
本
で
独
自
の
展

開
を
み
せ
た
漢
方
書
の
原
典
を

現
代
語
訳
と
と
も
に
編
ん
だ
も

の
。本

号
は
、
以
上
四
点
の
江
戸

期
に
か
か
わ
る
全
集
を
、
江
戸

開
府
四
〇
〇
年
を
記
念
し
て
特

集
し
、
以
下
に
各
全
集
を
詳
し

く
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

不
況
の
時
代
を
ど
の
よ
う
に

し
て
成
熟
の
時
代
に
転
化
す
る

か
、あ
る
い
は
、物
質
的
な
豊
か

さ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
真
の

豊
か
さ
を
と
り
も
ど
す
か
を
熟

考
す
る
た
め
の
座
右
の
書
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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先
進
地
畿
内
の
綿
栽
培
技
術
を
全
国
に
広
げ
た
大
蔵
永
常
著
『
綿
圃
要
務
』

（
日
本
農
書
全
集
第
１５
巻
）

大衆消費時代を担った民の力
革新的な店頭正札
販売で呉服を庶民に広めた三井家

江戸時代を読む�２�循環型社会の原像協文農

価格は税込ご注文は

江
戸
時
代
に
み
る

日
本
型
環
境
保
全

の
源
流

農
文
協
編

江
戸
期
の
持
続
的
内
発
的
発
展
は
２１

世
紀
の
社
会
モ
デ
ル
。
そ
の
巧
み
な
産
業
・
社
会

・
生
活
シ
ス
テ
ム
を
読
み
解
く
２８
の
論
考

〈
執
筆
〉
大
石
慎
三
郎
、
石
川
英
輔
、
渡
辺
善
次

郎
、
小
泉
武
夫
、
古
沢
典
夫
、
萱
野
茂
、
大
熊
孝
、

長
崎
福
三
、
吉
田
豊
、
他

●
１
７
０
０
円

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

〈
森
―

川
―

海
〉

長
崎
福
三
著

漁
民
に
よ
る
植
林
が
話
題
の
江
戸

期
か
ら
の
魚
付
林
の
知
恵
を
現
代
に
活
か
し
、
流

域
住
民
に
よ
る
新
た
な
資
源
・
環
境
管
理
を
大
胆

に
提
言
。

●
１
９
５
０
円

自
然
を
守
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か

守
山
弘
著

一
切
の
人
為
を
排
す
る
こ
と
が
保
護

な
の
か
―
農
耕
的
人
為
が
豊
か
に
し
た
里
山
の
生

態
系
か
ら
「
自
然
」「
保
護
」
の
意
味
を
再
考
。

●
１
５
８
０
円

新
石
油
文
明
論

槌
田
敦
著

細
切
れ
の
俗
流
環
境
対
策
を
排
し
、

開
放
系
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
理
論
で
、
江
戸
期
の
環
境

回
復
を
モ
デ
ル
に
自
然
を
育
む
石
油
文
明
へ
の
転

換
を
展
望
。

●
２
５
０
０
円
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